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ワークシーンから再定義する
ワークプレイス。

/ テレワークがオフィスのあり方に与える影響
/ With/Afterコロナ時代のリアルオフィスの役割
/ Afterコロナ時代を見据えたリアルオフィス導入ステップ
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新型コロナウイルスの感染爆発に伴い、
当社でも緊急避難的な在宅勤務を実施
した。それを契機に改めてテレワーク
がオフィスのあり方に与える影響につ
いて考えた。
全国の設計関連社員を対象としたアン
ケートでは、約6割の社員が普段通りか
それ以上の成果が上げられたと回答し
た。一方で、臨機応変な対応や発散的
な議論が必要になるコミュニケーショ
ンは対応が難しかったとの評価が多
かった。
今後、場所を選ばない日常業務や個人
作業は、自宅や3rdプレイスでのテレ
ワークにシフトしていくと考えられる。
その分、センターオフィスは、Face to
Faceのコミュニケーションや、実物を
介した共創、企業文化の伝承・深耕な
ど、リアルな場でなければ得られない
価値提供＝大きな求心力が求められる
ようになる。

テレワークがオフィスのあり方に与える影響

②-1

臨機応変な対応が求められる
クリエイティブなコミュニ
ケーションは難しい

■テレワークでも対応できる業務/対応が難しい業務

transform

規模の大きいセンターオフィスを中心に
ワークプレイスを構築

日常的業務は、自宅や3rdプレイスでのテレワークにシフトし、
センターオフィスは縮減する中、大きな求心力が必要になる。

センター
オフィス

3rdプレイス

レンタルオフィス

自宅

自社サテライト
オフィス

■テレワークの進展によるオフィスのあり方の変化

竹中工務店
全国設計関連社員アンケート
調査期間：2020年6月10日～19日
回答者数：1,195人

これまで
「テレワーク」は「オフィスワーク」
を補完するもの

これから
業務内容に合わせて「オフィスワーク」
と「テレワーク」を使い分け、相乗効果
によって価値創造の最大化を実現するもの

オフィス
ワーク テレワーク

〈Beforeコロナ〉 〈Afterコロナ〉
〈Emergencyコロナ〉

↓
〈Withコロナ〉

テレワーク
オフィス
ワーク

■今後の働き方

Co-creation
at office

Face to face
による交流が

生み出す価値創造

対応が可能だったこと 対応が難しかったこと

3rdプレイス

レンタルオフィス

自宅

リゾートオフィス
（ワーケーション）

センター
オフィス

自社サテライト
オフィス

求心力
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コロナ禍により、ワーカーの「働き
方」「働く場」に対する価値観は大き
く変化し、働く環境はこれまで以上に
多様化が進んでいる。企業の競争力を
高めるためには、業務内容や状況に
よって最適な働き方・場を選択し、企
業活動を効果的・効率的に継続するこ
とが重要である。そのためにはリアル
オフィスとテレワークそれぞれの特長
を把握することがポイントとなる。
同時に、改めてリアルオフィスに求め
る役割の再構築が必要とされている。
Afterコロナ時代におけるリアルオフィ
スには、そこでしか実現することがで
きない価値を継続的に創出するための
場であること、様々な危機・脅威に対
応できる回復力・しなやかさ（レジリ
エンス）を備えていることが求められ
る。これからのリアルオフィスに求め
られる具体的な９つの役割を紹介する。

With/Afterコロナ時代のリアルオフィスの役割

②-2

■「働き方」「働く場」に対する価値観の変化

■リアルオフィスに求められる９つの役割

■リアルオフィスとテレワークの特長

働き方・働く場に対する
価値観の変化“どこで”仕事

働き方・働く場の

多様化が加速

“どんな”仕事
“どのように”仕事

リアルオフィス 中心 仕事内容や状況によって選択

センター
オフィス

サテライト
オフィス

3rd

プレイス 自宅シェア
オフィス

センター
オフィス

サテライト
オフィス

まず

次に

まず

次に

※リアルオフィス＝各企業のセンターオフィス、サテライトオフィスなどと定義する
※

オフィスワーク テレワーク

テレワークの強みリアルオフィスの強み

・最適な仕事環境や設備が実装されている
・文脈共有や共創、刺激の場
・企業文化醸成(その会社らしさを体感でき、育む場)

・変化への柔軟な対応
(BCP、グローバル化、ダイバーシティ・WLB対応など)
・効率化(移動時間、費用の削減など)

シェア
オフィス

業務内容や状況によって最適な働き方・場を選択し、
企業活動を効果的・効率的に継続する

主な場 センター
オフィス

サテライト
オフィス

3rd

プレイス 自宅

リアルオフィス

9
roles

特殊設備の利活用
実験設備など、そこにしかない設備の

活用・業務の遂行を行う場

技能の伝承
後進への技術の伝承や、
主体的な学びを実践する場

ウェルビーイング
健康・多様性に配慮し、

幸福感、安全性、創造性の向上を支援する場

対面コミュニケーション
言語以外の表情や身振りなどを含む、

あらゆるコミュニケーションが発生する場

モノを介した共創作業
実物を交えた共業や意見交換により、

価値づくりを行う場

モノ・コトからの刺激
モノ・コトからの刺激、気づきなどにより、

新たな発想の創出を支援する場

安全な情報セキュリティ
様々な執務環境の中で

最もセキュリティの高い場

企業文化への共感
帰属意識や

エンゲージメントを高める場

高効率集中環境
自宅、サードプレイスよりもはるかに
効率的かつ効果的に作業できる場

“どんな”仕事
“どのように”仕事 “どこで”仕事

継続的な企業価値創造
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リアルオフィスのあり方を検討するに
は、CRE戦略だけでなく、企業風土・
業種・職能により異なる「オフィス
ワーク」×「テレワーク」のベスト
ミックスを探ることが重要である。当
社では、社員参加型ワークスタイル変
革により“お客様と寄り添い、共に探
求するプロセス”において、ノウハウ
と実績がある。
デザインに入る前段階でお客様課題を
明確にして、設計要件を確定する。テ
レワークが浸透し、①オフィス機能の
見直し、②出社率、③ソーシャルディ
スタンスなど、リアルオフィスに求め
る価値観に変化が生まれた。そこで
我々はリアルオフィスを「オフィス機
能」×「人数」×「余裕度」で再定義
することを提案する。“執務行動”から
「オフィスに求める必要機能」を、
“働く場所”から「出社率」を、“執務
環境”から「ソーシャルディスタン
ス」を導出する。

Afterコロナ時代を見据えたリアルオフィス導入ステップ

②-3

■「オフィスワーク」と「テレワーク」のベストミックスは？

■リアルオフィスを再定義する３つの視点

■リアルオフィス再定義の5ステップ

オフィス
ワーク テレワーク

オフィス
ワーク テレワーク オフィス

ワーク テレワーク

リアルオフィス中心 同程度に組合せ テレワーク中心

オフィス
ワーク テレワーク

企業風土・業種・職能を考慮して、ベストミックスを探ることが重要である。

リアルオフィスを「オフィス機能」×「人数」×「余裕度」で再定義する。

コロナ禍により変化した価値観
①必要機能の見直し、②出社率、③ソーシャルディスタンスをPHASE2,3で探る。

PHASE1 PHASE2 PHASE3 PHASE4 PHASE5

ゴールの
確立

事実の
収集と分析

コンセプトの
発見と試行

ニーズの
決定

課題の
提示

設計要件
確定

Before

After

執務環境から考える
（どんな環境？）

ソーシャルディスタンス確保に
よって、増加した執務室面積

執務室

1人当たり 6～8㎡程度

執務室面積

1人当たり○○㎡

執務室

働く場所から考える
（どこで仕事？）

オフィス
ワーク テレワーク

執務室

出社率100％の席数

執務室面積

出社率○○％の席数

出社率減少によって
削減された執務室面積

執務室

Before

After

執務行動から考える
（どんな仕事？）

オフィスアクティビティカード🄬🄬：
執務行動が記載された参加者の対話
を活性化するツール

執務室 会議室 生活支援

通路

オフィス面積割合

業務支援

業務支援

生活支援

オフィス機能見直しによって
捻出されたオフィス面積

会議室

通路

執務室

Before

After

オフィス機能
(必要機能の見直し)

余裕度
（原単位・ソーシャルディスタンス）

人数
（席数・室数・出社率）
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